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〈越境〉ネット・富山 作成 2012/4

志賀原発：放射能拡散予想図から防災対策地域を再考する

（図はいずれも「原発隣接地帯から:脱原発を考えるブログ」より引用）

志賀原子力発電所と石川・富山の地理的関係： もし福島原発級の事故が起きたら

：原子力安全対策
－資料・２

放射能拡散予想図

「3.11」では、福島原発事故に

よる放射能の拡散予測を SPEEDI

で立てていながら、それを公表せ

ず、結局利用できなかった。

滋賀県は、放射能拡散シュミレ
ーションを独自に行い、国の指定

を拡大し、UPZを43km、PPAを全

県下とする独自の地域防災計画を

立てて、公表した。

今回、「原発隣接地帯から:脱原

発を考えるブログ」に掲載されて

いる、志賀原発を想定した「放射

能拡散予想図」及び「防災対策地

域の拡張想定図」を、ここに引用

させてもらう。

PAZ・UPZ・PPA、すべての地域拡張が必要:

志賀原発でも防災対策地域を
再考する必要があるのではな
いか！

左の福島原発級の事故を想定した拡散予想図から、石

川、富山両県のほぼ全域が放射能汚染されることになる

ことが分かる。PAZ、UPZ、PPAのすべての防災対策地域

を政府の30km圏、50km圏より拡大する必要があることが

分かる。


